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ウシの心臓の中隔縁柱について
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は乳類の心臓の右心室には心室性を横切る検索が認められるが,これらの横索のうち,動脈下乳頭

筋の基部と大乳頭筋の基部とを結ぶものは最も強大で,とくに中隔縁柱と呼ばれ2･5-12.13),その機能

は `̀右心室の過度の拡張防止''2,5)または "右心室壁への刺激伝導系の通路"10,ll-13)といわれている.

ウシの中隔縁柱の形態や機能を追求した報告は少ない.著者ら7)は先に生後1日～6か月齢の子ウ

シの中隔縁柱について観察し,子ウシの中隔縁柱には常に房室伝導系の右脚が進入することを確認す

るとともに,中隔縁柱の太さには著しい個体差のあることを明らかにした.本研究では生後1日～28

か月齢のウシ47例について中隔縁柱の太さおよびそれを構成する組織の割合を量的に検討したので,

その結果を報告する.

材 料 と 方 法

観察に用いた材料は,生後1日～28か月齢のホルスタイン種または黒毛和種47例から採取した心臓

である.

それぞれの心臓は,前報7)と同じくホルマリンで固定したのち,心臓の大きさおよび右心室壁の厚

さ,中隔縁柱中央部の長径などを測定した.その後,中隔縁柱中央部をパラフィン包埋,8iLm の横

断切片とし,アザン染色を施した.中隔縁柱を構成する組織を(1)プルキンエ線維,(2)結合組織 ･血

管 ･神経,(3)固有心筋,の3種に大別し,それぞれの断面積を測定した.

結 果

ウシの中隔縁柱は動脈下乳頭筋の基部と大乳頭筋の基部を結ぶ筋性の索で,肉眼的にはその全長に

わたって太さがほぼ一定した単調な煩円柱状を呈している (Fig.1).

47例の中隔縁柱中央部の長径は 0.7-ll.5mm,横断面積は 0.35-54.7mm2 で,中隔縁柱の太さ
は個体差が著しいことがわかる.中隔縁柱の太さとウシの種板との間には特定の関係は認められな

い.また,中隔縁柱の中央部の長径とウシの年齢, 心臓の大きさ, 右心室壁の厚さなどとの関係を

Figs.2-4に示したが,それらの間にも特定の関係は認められない.

中隔縁柱の組織構造を顕微鏡的に観察すると,固有心筋を欠除するものもあるが (Fig.5),一般的
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Fig.1 Septomarginaltrabecula(ST)inaheartfrom a4-day-oldcalf,frontalview
AO:aorta L:leftatrium P:largepapillarymuscle PA:pulmonaryartery R:rightatrium

(
N
u
t)
d

t

n
D
a

qE
二

m

!
B
J
e
u
z.
t
d
a
s

J
.

J
a
T
a
u
le
!
P
賢
.
I

2

0

8

r:

‖
り

6

1/32/31 3 5 7

age(month)
9 ll12<

Fig.2 Correlationbetweentllicknessofsepto一

marginaltraもeclllaandbovineage

(∈
∈

)

e

TnU
a
q
e

1
二

e
u
!B
l
｡
E
Odas
Jo
J
a
3a
E
t!!P
B

uot

2

0

1

1

6 10 15 18
1Vidthofheartatatriallevel･●cmノ

Fig.3 Correlationbetweenthicknessofsept0 -

marginaltrabeculaandheartsize



村上ら:ウシの心臓の中隔縁柱について 3

(tu
tu
)

d
tnU
a
q

巴
二

m

!3
1
言
01d
aS
IO
1
272u
e
!P

B
u
o
t

2

0

8

1

1

6

4

2

1

4 6 8 10 12
thickreSSOfrightventricularwall (mm)

Fig.4 Correlationbetweenthicknessesofseptomarginal
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Fig.5 Microphotographofathinseptomarginal
trabeculawhichhavenoordinarycardiac

musclefrom 9-month-Oldheifer,stailled

withMallory-azan

A:artery N:nerve丘bers

P:Purkinje丘bers

Fig.6 Microphotographofaseptomarginaltrabe-

culafrom a17-day-oldcalf

P:Purkinje丘bers

には固有心筋,それより大型で淡染性を示すプルキンエ線維,かな り太い動脈および神経線維束など

が認められる (Fig.6).これらの構成組織のうち,プルキンエ線維について見ると,細い中隔縁柱で

はその一端に集合している.一方,太くて固有心筋の豊富な中隔緑柱では,それが集合して1-3本

の太い束を形成し,中隔縁柱の辺縁部に存在す るほか,心内膜下にその小束が散在するものが多い

(Fig.7). しかし,なかには中隔縁柱の辺縁部にプルキンエ線維の小束のみが存在するものや,稀に

は中隔縁柱の主成分である固有心筋内にプルキンエ線維の小束が散在しているものも認められる.

中隔縁柱を構成する組織を,(1)プルキンエ線維,(2)結合組織 ･血管 ･神経,(3)固有心筋,に大別し,
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Fig.7 A thickseptomarginaltrabeculafrom 6-month-oldheifer

A:artery P:Purkinje丘bers

Fig.8 Thecrosssectionalareas(mm2) of

tissue elements in septomarginal
trabeculaefrom47bovinehearts

亡 ･匿冠詞Ordinarycardiacmuscle
⊂=コconnective●tissue,vesselsandnerves■}』Purkinjefiders

Fig.9 PercentagesoftissueelementsshowedinFig.8

中隔縁柱中央部におけるそれぞれの断面積および比率を Figs.8,9に示した.

(1)のプルキンエ線維の断面積は,最も細い中隔縁柱では 0.04mm2 で,中隔縁柱の増大に伴ってや

や増加の傾向を示すが,1.6mm2 の最高値を示した1例を除けば常に 1.0mm2以下の低い値を示し

ている.しかし,プルキンエ線維を欠除するものは全く認められない.(2)の結合組織 ･血管 ･神経の

断面積は,最高値の 10.6mm2を示した1例を含む3例が 5mm2以上の値を示し,他の44例は 5mm2
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未満である.なお,これらの組織は総断面積 3.7mm2 以下 (長径 3.0mm 未満)の細い中隔縁柱で

その主成分をなしている.(3)の固有心筋は中隔緑柱の増大に伴って明らかに増加する.この組織は総

断面積 5.5mm2以上の中隔緑柱でその主成分となっている.しかし,総断面積が 3.0mm2 (長径 2.0

mm)以下の細い中隔緑柱になると14例中10例が固有心筋を全く含まなくなる.また上記10例中5例

は6か月齢以上,うち1例は18か月齢のウシのものである.

考 察

ほ乳煩の心臓の右心室では,乳頭筋の存在部位の差によって中隔縁柱が存在した り欠険したりする

といわれている10).ウシでは大乳頭筋が右心室の側壁に位置しており,Plasadeial.9)は30例,Truex

etal.13,14)は24例および19例,Glomsetetal.3)は15例,大森8)は4例,Jensenetal.4)は2例のウシ

の心臓を観察し,いずれも全例に中隔縁柱を認めている.先の著者らの観察7)および今回の観察でも

中隔縁柱を欠除するものは全く認められず,ウシでは常に中隔縁柱が存在するといい得る.

Truexetal.13) は子ウシと成牛各12例,合計24例における中隔縁柱の太さを測定して種々の値を得

ている.著者らの前回7)および今回の観察結果からもウシの中隔縁柱の太さには著しい個体差のある

ことが分かった.Truexetal.13)は,心臓の大きさによって中隔縁柱の太さは異なると述べているが,

著者らの観察では中隔縁柱の太さとウシの種類や年齢,心臓の大きさ,右心室壁の厚さ,などとの間

に特定の関係は認められず,また中隔縁柱の太さの違いが何を意味しているかを明らかにすることは

できなかった.

中隔縁柱中央部の断面積をみると,伝導系を構成するプルキンエ線維の量は中隔縁柱の太さの増大

に伴ってやや増加の傾向は示すが常に低い値を示し,結合組織 ･血管 ･神経などの量も中隔縁柱の太

さによってあまり変化しない.一方,固有心筋は中隔縁柱の太さの増大に伴って明らかに増量し,太

い中隔縁柱ではその主成分となっている.したがって中隔縁柱の太さの増大は固有心筋の増量に基づ

くことが分かった.このことは Truexetal.14)が19例のウシで観察した結果を確証するものである.

Glomsetetal.3)は15例,大森8)は4例のウシについて観察し,房室伝導系の右脚は中隔縁柱を通っ

て右心室の側壁に達することを認め,Meylingetal.6) や Cardwelletal,1),著者ら7),などもウシの

心臓で同様のことを認めている.一方,Truexeial.14)や著者ら7)の観察結果から,ウシの細い中隔

縁柱には固有心筋を含まないものがあることが明らかにされている.今回の観察でも,総横断面積が

3.0mm2･長径 2.0mm 以下の細い中隔縁柱14例中10例では,少なくとも中隔縁柱の中央部には固有

心筋が全く含まれていなかった.これらのことは中隔縁柱が "右心室壁-の刺激伝導系の通路''とし

ての役割を果たしていることを示唆している.

要 約

生後1日 ～28か月齢のウシ47例の心臓における中隔縁柱の太さとその構成組織について検索した.

1. 中隔縁柱の太さは,長径 0.7-10.5mm,横断面積 0.35-54.7mm2 で,個体差が著しい.

2. 中隔縁柱の太さと,ウシの種類および年齢,心臓の大きさ,右心室壁の厚さ,などとの間には

特定の関係は認められない.

3. 中隔縁柱の太さは固有心筋の量に基づいている.
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4. 細い中隔縁柱のなかには,固有心筋を欠 くものはあるが,プルキンエ線維を欠除するものは全

く認められない.
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Summary

ln47bovine(トdayto28-month-old)hearts,thesizeandtissueelementoftheseptomargina】

trabeculaweremeasured.

1. Theseptomarginaltrabeculaehavethicknessesof0.7to10.5mm inlongdiameterando1

0.35to54.7mm incrosssectionalarea,andshow remakableindividualdifferencesoftheirsizes.

2. Thesizeofseptomarginaltrabeculashowesnospecialcorrelationswithbovinespecies,age,

heartsizenorrightventricularthickness.

3. Theenlargementofseptomarginaltrabecularsizeisduetotheincreaseofordinarycardiac

muscle.

4. SomeofthinseptomarginaltrabeculaehavenoordinarycardiacmusclebutthePurkinj∈

丘bersarealwaysobservedinallcasesexamined.
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